
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２７年１０月分） 

平成２７年１１月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ閣僚評議会が改革アジェンダのための

１５－１６年行動計画を採択（６日） 

 同行動計画では、公共財政、租税、財政的

安定性、ビジネス環境及び競争性、法の支配、

ガバナンス及び公的行政の分野において改

革を進めるための期日が設定された。 

 

●シリアでの戦闘行為への参加及びその斡

旋容疑による初の有罪判決（６日） 

 ＢＨ裁判所は、ＢＨ国外における戦闘行為へ

の参加及びその斡旋がＢＨ刑法により違法と

なってから初めて、同規定を適用し、４名に対

して、シリアにおける戦闘行為への参加及び

その斡旋の容疑により、第一審において懲役

１年から３年半の有罪判決を下した。 

 

●ＢＨ大統領評議会が、１５年中にＥＵ加盟申

請を提出することを決定（８日） 

 右決定を受け、BH 閣僚評議会は、２７日に

「EU加盟申請提出に向けたBHの準備状況に

関する報告書」を採択し、１５年中に EU 加盟

申請を提出する方針を固めた。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦政府が公務員に関するＢＨ連邦法

改正案を採択（７日） 

 ＢＨ連邦政府は、公務員に関するＢＨ連邦法

改正案を採択し、緊急手続によるＢＨ連邦議

会の審議に付託した。 

 同改正案では、行政機関のより効率的かつ
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柔軟な人事を実現するため、複数の行政機関

の高官について、従来の公務員ではなく、管

轄大臣による任用制度が採用される。 

 

●ＢＨ連邦議会両院が１５年度ＢＨ連邦予算

の再編案を採択（８日及び９日） 

 ＢＨ連邦上院は８日、ＢＨ連邦下院は９日、Ｂ

Ｈ連邦予算の再編案を緊急手続により採択し

た。再編後の予算額は、２３億４，８００万ＫＭ

（約１２億ユーロ）で、当初予算から１，４３０万

ＫＭ（約７３１万ユーロ）の増額となった。 

 右予算再編は、特に、ＩＭＦによる融資が受

けられなくなったことを、民間銀行からの融資

で補填する目的で行われた。 

 

●民主行動党（ＳＤＡ）及びより良い未来のた

めの連合（ＳＢＢ）が連立協定に署名（１９日） 

 イゼトベゴビッチＳＤＡ党首とラドンチッチＳＢ

Ｂ党首は、全レベルの政権において協力する

ことを記した連立協定に署名した。両政党は、

最初にＢＨ連邦政府の再編に着手することを

表明した。 

 

●ＢＨのための党（ＳＢｉＨ）が、ＢＨ連邦レベル

における連立残留を決定（２０日） 

 ＳＢｉＨ幹部委員会で、同党はＳＤＡとのＢＨ

連邦における連立を維持することを決定した。 

同党の残留により、ＢＨ連邦における連立

は、ＳＤＡ、クロアチア民主同盟ＢｉＨ（ＨＤＺ・Ｂｉ

Ｈ）、ＳＢＢ、ＳＢｉＨ、民主活動党（Ａ－ＳＤＡ）に

よって構成され、ＢＨ連邦下院では９８議席中

６２議席、ＢＨ連邦上院では５４議席中２８議席

を保持する。 

 

●ＢＨ連邦議会両院で公務員に関するＢＨ連

邦法改正案が審議される（２３日） 

 公務員に関するＢＨ連邦法改正案は、ＢＨ連

邦下院で賛成多数により採択された。 

同日、ＢＨ連邦上院でも同改正案が緊急手

続によって審議され、賛成多数となったが、同

院の社会民主党（ＳＤＰ）、独立社会民主主義

者連合（ＳＮＳＤ）及び民主主義戦線（ＤＦ）に

所属するセルビア系議員団が「民族の死活的

利益（ＶＮＩ）」に基づく拒否権の申立てを行った

ため、採択は保留となった。今後、意見の調

整が成功しなければ、本件はＢＨ連邦憲法裁

判所ＶＮＩパネルによるＶＮＩの侵害の有無に関

する審議に付託される。同パネルがＶＮＩの侵

害を認めた場合、同改正案は否決される。 

 

●ＢＨ連邦下院が、ＢＨ連邦政府の新閣僚４

名を承認（２８日） 

 ＢＨ連邦下院は、賛成多数により、ＳＢＢ所

属のＢＨ連邦政府新閣僚４名（ドルリャチャＢ

Ｈ連邦副首相兼労働・社会問題大臣、ジャポ

同環境・観光大臣、ブヤノビッチ同通商大臣、

ジンディッチ同エネルギー・鉱業・産業大臣）

の就任を承認した。 

 新閣僚４名の承認に先立ち、チャバラＢＨ連

邦大統領は、保留となっていたＤＦ所属閣僚２

名の辞任を受理した。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ民族評議会ボシュニャク議員団が、ＲＳ

国民議会による住民投票委員会に関する決

定に対して「民族の死活的利益（ＶＮＩ）」に基

づく拒否件の申立て（１日） 

 １日、ＲＳ民族評議会会合でボシュニャク議

員団は、ＲＳ国民議会によるＲＳ住民投票委

員会の任命に関する決議に対して、同委員会

にボシュニャク議員が含まれていないとして、

「民族の死活的利益（ＶＮＩ）」に基づく拒否権
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の申立てを行った。 

 VNI に基づく拒否権の申立てにより、２０日

及び２８日に意見の調整が試みられたが、調

整は共に失敗に終わり、申立ては RS 憲法裁

判所に付託された。 

 

●ＲＳ政府が３億米ドルを借り入れる決議を採

択（９日） 

 ＲＳ政府は、米企業「Ｇ ｌｏｂａ ｌ  Bancorp 

Commodities and Investment, Inc.」から３億米

ドルを借り入れることを決定した。同資金は、

１５年及び１６年度通常予算及びＲＳ開発投資

銀行の資本増強に利用される。 

 １６日、チャービッチ国民民主運動（ＮＤＰ）党

首は、借入れにはＲＳ国民議会による採択が

必要であるため、ＲＳ政府による決定が違憲

であるとして、ＲＳ憲法裁判所への申立てを行

った。 

 

●ＲＳ国民議会特別会合で、ＢＨ国家機関の

「ＲＳ代表」に関する決議が採択される（２０

日） 

 ＲＳ国民議会特別会合では、「ＲＳの憲法的

地位及びＢＨ国家機関レベルにおけるその利

益の保護」と題した決議が賛成多数（８３議席

中、賛成４３）で採択された。 

 同決議は、ＢＨ国家機関にＲＳから選出され

た代表者らは、ＲＳの権益に関わる事項につ

いてＲＳ機関と直接協議し、ＢＨ国家レベルの

立法行為の前にＲＳ国民議会の関連委員会と

必ず意見を調整するよう要求している。また、

同決議では、ＲＳからＢＨへの「不当な」権限

移譲に刑事責任を問うＲＳ刑法改正案を９０日

以内に作成するようＲＳ政府に要請している。 

 

 

ウ ブルチュコ特別区 

●ブルチュコ特別区上訴裁判所が、１５年度

同特別区予算の採択手続が同特別区憲章に

反していたとして、同予算を無効にする判断を

下す（６日） 

 ブルチュコ特別区上訴裁判所は、１５年度同

特別区予算の採択時に、クロアチア系議員の

出席数が同特別区憲章に定める要件を満た

していなかったとして、判決の官報掲載をもっ

て、同予算を無効とする判断を下した。 

 同判決を受け、２０日、ブルチュコ特別区議

会は、１５年１０月１９日から同年１２月３１日ま

での暫定予算を採択した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際機関 

●エネルギー共同体が、義務の不履行によっ

てＢＨに制裁を課すことを決定（１６日） 

 エネルギー共同体閣僚会議において、ＢＨ

に対して、特定の意思決定プロセスに参加す

る権利を停止する制裁を課すことが決定され

た。更に、ＢＨは、国家レベルのエネルギー戦

略を採択していないことで、今後ＥＵからのエ

ネルギー分野における財政支援が停止される

可能性もある。 

 

（２）要人往来、国際会議等 

●チョービッチＢＨ大統領評議会議長がニュ

ーヨークにおいて、アブドッラー２世・ヨルダン

国王及びライチャーク・スロバキア副首相兼外

務・欧州問題大臣と会談（１日及び２日） 

 チョービッチＢＨ大統領評議会議長及びアブ

ドッラー・ヨルダン国王は、両国関係は高いレ

ベルを維持しており、経済分野で更に関係を

深化するために取り組むべき点で意見を共に
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した。アブドッラー国王は、チョービッチＢＨ大

統領評議会議長にヨルダンへの訪問を呼び

かけた。 

 ライチャーク副首相兼外相との会談で、チョ

ービッチＢＨ大統領評議会議長は、ＢＨにおけ

る政治情勢及び改革の進展について伝えた。

ライチャーク副首相兼外相は、ＢＨのＥＵ加盟

及び改革のための行動を歓迎し、支持を表明

した。 

 

●イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーがソフ

ィアでイヴァノフ・マケドニア大統領と会談（９

日） 

 イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーとイヴ

ァノフ・マケドニア大統領は、両国の政治経済

状況と、ＥＵ加盟に向けた条件達成のための

行動について協議した。イバニッチＢＨ大統領

評議会メンバーは、１６年初頭にＥＵ加盟申請

を提出するとイヴァノフ・マケドニア大統領に

伝えた。また、両名は移民及び難民問題につ

いても協議した。 

 

●ツルナダクＢＨ外相のカタール訪問、タミー

ム・カタール首長、アブドッラー・カタール首相

及びアティーヤ・カタール外相らと会談（１３日

及び１４日） 

 ツルナダクＢＨ外相は、それぞれの会談の

中で、ＢＨのＥＵ加盟プロセスの進展状況や、

政治及び経済状況を説明、特に「コネクティビ

ティ」アジェンダやベルリン・プロセスを進める

中で、カタール人投資家によるインフラ分野へ

の投資の機会が存在すると伝えた。また、１６

年にサラエボで開催予定のＢＨ・カタール・ビ

ジネスサミットへのカタール人投資家の参加を

呼びかけた。 

 会談中、カタール政府が中小企業を直接支

援する友好基金を設立することが伝えられた。

また、近日中にサラエボ・ドーハ間を結ぶ直行

便が就航することが確認された。 

 会談では、両国間の関係を拡大するための

枠組みについても協議された。 

 

●ザオラーレク・チェコ外相のＢＨ訪問、チョー

ビッチＢＨ大統領評議会議長と会談（１５日） 

 チョービッチＢＨ大統領評議会議長は、ザオ

ラーレク・チェコ外相に対してＢＨの政治及び

経済情勢を説明し、１５年中にＥＵ加盟申請を

提出する予定を伝えた。ザオラーレク・チェコ

外相は、ＢＨが昨年末に現状維持を打破した

ことを歓迎し、改革アジェンダの重要性を強調

した。 

 

●チョービッチＢＨ大統領評議会議長が、ブラ

ッセル訪問中にドール欧州人民党（ＥＰＰ）党

首と会談（１６日） 

 チョービッチＢＨ大統領評議会議長は、ＢＨ

のＥＵ加盟に向けた現状についてドールＥＰＰ

党首に伝え、１５年中にＥＵ加盟申請を提出す

る意思を伝えた。ドールＥＰＰ党首は、ＢＨのＥ

Ｕ加盟に向けた支持を伝え、その努力を歓迎

した。 

 

●イバニッチＢＨ大統領評議会メンバーがベ

オグラードを訪問し、ブチッチ・セルビア首相と

会談（１９日） 

 両名は、両国間の隣国関係及び経済協力

の向上へのコミットメントを表明し、域内の政

治的及び経済的安定を維持することが、両国

の発展に重要であると強調した。両名は、１１

月４日にサラエボで予定されているＢＨ閣僚評

議会とセルビア政府の初となる合同閣議を重

視する姿勢を見せた。 
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 ベオグラード訪問中、イバニッチＢＨ大統領

評議会メンバーは、チャデジ・セルビア商工会

議所会頭とも会談し、農業、エネルギー、軍事

産業分野における経済協力について協議し

た。 

 

●チョービッチＢＨ大統領評議会議長がマドリ

ードにおける欧州人民党（ＥＰＰ）党大会に参

加（２１日及び２２日） 

 ＥＰＰ党大会では「ＥＰＰの価値とＥＵの外交

政策」というテーマのもと、移民問題等が協議

された。 

 チョービッチＢＨ大統領評議会議長は総会に

おける演説で、１５年はＢＨにとって新たな道

を拓き、ＥＵ加盟プロセスが進行中であると同

時に、ＮＡＴＯ加盟プロセスも進める意思があ

ると述べた。また、選挙法の改正、欧州人権

裁判所の「セイディッチ・フィンチ事件」判決の

履行及びＢＨ憲法の改正が重要であり、クロ

アチア系市民の平等を確保することでのみ、

ＢＨの安定性が保たれると述べた。 

 

３．経済 

（１）経済指標 

●ＧＤＰ（予測） 

 ＩＭＦは、ＢＨのＧＤＰ成長率に関して、１５年

は２％、１６年は３％となると予測し、４月の予

測（１５年２．３％、１６年３．１％）から下方修

正した。 

 

●産業生産高 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年９月の産

業生産高は、１５年８月と比較して、０．４％の

減少。１４年９月との比較では１．７％の上昇。 

 

●雇用／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年８月のＢＨ

全体の雇用者数は７１２，５６１人、失業者数

は５４０，８８６人で失業率は４３．１％となっ

た。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計役の発表によると、１５年８月のＢＨ

における平均給与は８２６ＫＭだった。 

 

●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年９月は、１

５年８月と比較して、消費者物価指数は０．

１％下落。年間比較では、１．８％下落した。 

 

●銀行部門 

 ＢＨ中央銀行によると、１５年８月にＢＨ国内

の銀行が提供した融資総額は１７０億８，０００

万ＫＭ（約８７億３，０００万ユーロ）で、１４年８

月と比較して２．１％の上昇。国内銀行への預

金総額は１５９億６，０００万ＫＭ（約８１億６，０

００万ユーロ）で、１４年８月と比較して５．２％

の上昇。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年１月から９

月までのＢＨの輸出額は６６億８，９００万ＫＭ

（約３４億２，０００万ユーロ、１４年同時期と比

較して４．２％増）、輸入額は１１７億９，０００

万ＫＭ（約６０億２，１００万ユーロ、１４年同時

期と比較して１％減）。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１５年１月か

ら９月）：①ドイツ（１０億５，１００万ＫＭ／約５

億３，７００万ユーロ）、②イタリア（９億２，４００

万ＫＭ／約４億７，２００万ユーロ）、③クロアチ

ア（６億９，８００万ＫＭ／約３億５，７００万ユー
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ロ）、④セルビア（５億８，９００万ＫＭ／約３億

１００万ユーロ）、⑤オーストリア（５億７，０００

万ＫＭ／約２億９，０００万ユーロ） 参考：日本

（９５万５，０００ＫＭ／約４８万８，０００ユーロ） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１５年１月か

ら９月）：①ドイツ（１４億１，５００万ＫＭ／約７

億２，３００万ユーロ）、②イタリア（１２億９，１０

０万ＫＭ／約６億６，０００万ユーロ）、③セルビ

ア（１２億７，９００万ＫＭ／約６億５，４００万ユ

ーロ）、④クロアチア（１２億４，９００万ＫＭ／

約６億３，９００万ユーロ）、⑤中国（８億１，８０

０万ＫＭ／約４億１，８００万ユーロ） 参考：日

本（８，４１８万ＫＭ／約４，３０４万ユーロ） 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１５年８月、ＢＨ

には１２４，０５３人（うち日本からは６６６人）の

観光客が訪れ、１５年７月と比較して１９．６％

増加。１４年８月と比較して２０．６％増加した。 

 

（２）経済政策、公的事業 

●英政府が西バルカンにおける難民移民支

援に３００万ポンド（約４２５万ユーロ）をプレッ

ジ（１２日） 

 同プレッジは、西バルカン各国政府による受

入れ及び登録プロセスの支援を目的としてお

り、うち３０万ポンドがＵＮＨＣＲサラエボ事務

所に拠出され、食糧、非食糧品、シェルター、

登録プロセス支援等に利用される。 

 

●独が、ＢＨの水力発電所再建を条件に、２，

０００万ユーロの債務帳消しを表明（１３日） 

 駐ＢＨ独大使は、再生可能エネルギー分野

を重要視し、ＢＨがトレビニェ及びラマの水力

発電所の再建に４００万ユーロを投資すること

を条件に、ＢＨの対独債務２，０００万ユーロを

帳消しにする意向を発表した。 

 

●BH、セルビア及びトルコによる三ヵ国ビジネ

スフォーラムがサラエボで開催（２０日） 

 同ビジネスフォーラムで、シャロビッチ BH 副

首相兼対外貿易経済関係大臣は、１６年には

ＢＨのセルビア及びトルコとの貿易額が、それ

ぞれ１０億ユーロ及び５億ユーロに達するとの

見方を示した。 

 

●欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）が「Aluminij」社

の再建プロセスに参加する可能性が示される

（２２日） 

 「Aluminij」社は、ＥＢＲＤが同企業の再建プ

ロセスに参加する可能性について協議したと

認めた。また、「Ａｌｕｍｉｎｉｊ」社の生産力向上の

ためのＥＢＲＤによる資金提供も協議された。 

 

（３）民間企業 

●トゥルノボにおける複合観光都市「Buroj 

Ozone」に関するプレゼンテーション（１１日） 

 初期投資額約１０億米ドル相当、敷地面積１

３７ヘクタールの複合観光都市「Buroj Ozone」

建設事業の実施開始に際するプレゼンテーシ

ョンが実施された。同計画にはＢＨ、欧州及び

アラブ首長国連邦の投資家が参加していると

伝えられた。 

 

●合弁企業「ＩＮＡ－ＭＯＬ」社がＢＨにおける

原油及びガスの調査に意欲（１３日） 

 ＢＨ連邦政府は、クロアチア及びハンガリー

の石油ガス会社「ＩＮＡ」社及び「ＭＯＬ」社によ

る合弁企業が、シェル社の撤退以降、同地に

おける石油及びガスの埋蔵調査について意
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欲を示していると発表した。 

 

●複合リゾート施設「Ｓａｒａｊｅｖｏ Resort」が開

所（１７日） 

 ハジッチ市において、イゼトベゴビッチＢＨ大

統領評議会メンバーと Kanderi「Ｇｕｌｆ Real 

Estate Ltd.」社創設者が、「Ｓａｒａｊｅｖｏ Resort」

の開所式に参加。同リゾートは１，１２５人の

観光客が滞在でき、ハジッチ市広報によると、

同リゾートの建設に５，０００万ＫＭ（約２，５６０

万ユーロ）以上が投資された。 

 

●ムーディーズ社によるＢＨ経済分析（３０日） 

 ムーディーズ社の報告書は、ＢＨの政治シス

テムの複雑性により行政の効率性は阻害され

つつも、改革の進展によってＢＨの経済成長

が見込めると伝え得た。また、高い失業率、財

政赤字、外部資本市場へのアクセスの制限に

よってＢＨの信用は制限されるが、改革アジェ

ンダの進展によって、失業率の低下と国内外

需要の促進が見込めるとし、１６年には約３％

の成長が達成出来ると予測した。同社は、複

雑な政治構造と国内におけるコンセンサスの

不在により、ＢＨ国内機関は脆弱であると評

価する一方、ＢＨ中央銀行については、比較

的安定したインフレ率を保ち、機能的な機関で

あると認めた。 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


